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その種に固有の生活環の平均像が得られる。この平均像は，時間の経過とともに変動しな

いという意味において定常であるという。つまり，生物体の一群が同調しながら，この生

活環上を進むさいには，どの場合をとっても次々と経過する各発育段階での生物体数の相

互の比は一定であるという意味である。必ずしも，各発育段階における生物体数が常時一

定不変であるという意味ではない。

また，説明の便宜のために，特に断らないかぎりは，生活環は分岐しないものと約束し

ておく。

生活環は犯個の発育段階を持つものとし,i番目の発育段階にある生物体をPiで，ま

たPfの数をOfで表すこととする。まえがきでのべた例において，種子の段階がj=1で

あるならば,Of=O,=6である。種子はP,で表わされるから,6個の種子はO,P,で

表わされることになる。

このようにして順次，おきかえていけば，図1でしめされる様な生活環が得られるであ

ろう。一般的な考察をおこなうには，この様な抽象的な生活環で十分であるから，今後，

特に断らないかぎり，解析の対象とするのはこのような抽象的な生活環である。

生活環上の種の量の存在

抽象的な生活環上で発育段階j,ノ，角をえらぶことにする。図1から明らかな様に，

発育段階jにあるOj個の生物体Pjは発育の結果として発育段階々のO愈個の生物体P庭

に転化する。まえがきでのべた例でいえば，6個の種子から30本の茎に発育するというこ

とである。これを要するにOjP＃はO俺P蝿に転化する。同様にOjPjもまたO捻P魔に転化

することができる。まえがきの例をとれば5本の芽生えもまた，30本の茎に育つことがで

きるわけである。

この事実から次の結論を導くことができる。すなわち，6個の種子と5本の芽生えは，

この生活環を媒介として共に30本の茎に育つことができるという意味において相等しいと

いうことである。これと同様に,OjPfとOjPjは,この生活環を媒介としてO息P庫に転化
するという意味において相等しいということができる。

OfPi=OjP.j （1）

ところで虎は，この生活環上のどの発育段階であっても差支えない。すなわち，すべて

の発育段階について，どれがんであっても前述の等式（1）がなりたつのであるから，特

定の発育段階にある生物体の一定数に共に転化できるという意味においてだけではなく，

ひろく，すべての発育段階について所定の数の生物体に転化できるという意味において，

OiPjはO.jP.jに相等しいということができる。

ところで等式（1）が成立するということは，両辺に共通のある量が存在することを意

味する。この量を種の量と呼ぶことにする。

さらに，（1）においてj,ノは何等特定されていないから，結局(2)が成り立つ。

OfPf=一定(2)

共通の単位としてこの生活環上の適当な生物体P･をえらべば（2'）が成立する。
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Yb2,Y63をそれぞれ経路2,3の発育のしやすさとよぶ。

いま任意の係数をV62,Vb3とすれば，

I::三M::;::｝（，）
（6）が成立するためには（7′）が成立していなければならない。

Vb2=Vb3 （7′）

経路2，3は分岐点cで再び合流するものと仮定する。このとき，（7′）は直流回路の

電圧が並列の経路において同じであるのと同様の関係をしめしているのが注目される。そ

こでV621V63をそれぞれ経路2,3の発育圧とよぶことにする。

次に（7）を書き改めると（7″）が得られる。

Ib2

V62－T扇＝0 （7″）

-I62/Y62を経路2の発育圧降下とよぶ。また(9)が成り立つ様な点6,c上の量

'6,'cをそれぞれ6及びcでの発育ポテンシャルとよぶことにする。

V62=｡6－山c(9)

一般に生活環上の2点6,c間の発育圧をVbcとし,(9')が成りたつ様な,6,c上

の量を少b,'cとしたとき，それらをそれぞれ，点6及びcでの発育ポテンシャルという。

Vbc=j6－ゆc(9')

単純な生活環において流れる種の量をI,発育のしやすさをYとすると，生活環全体を通

じての発育圧降下は－1/Yである。発育圧降下とつり合う発育圧Vは維持されなくては

ならないから，この生活環にはVを維持する能力Eがなければならない。この能力Eを維

持する発育圧Vで表わし，発育力とよぶ。

すなわち（10）が成立する。

*･Lに比例するこのような量Yiが存在することは次にのべる様に他の法則から証明す

ることが可能であるが差しあたり定義（6）によってあたえておく。

ところで，発育段階jにMITscHERLIcHの最少律が成立するものとし，収量をIf=

OiP2,又はLに比例する量とすれば次の様に書くことができる○
Z

IjocZ(7'sjﾉs-6s)
S＝l

ただし，sは発育段階jでの発育に係る環境要素の番号，ySは環境要素Sの強さ，zは

環境要素のうち発育段階jでの発育に係わりのあるものをすべてかぞえ上げたときの最後

の数，γsと6sは環境要素sに係る定数である。

Z

Yi=2(7'sys-6､s)とおけば，
S＝1

LocYf

が成立し，当然（7）が得られる。
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まt::_, (13), (15)より

.1,=µ,0,P, であるから， これを変形して(21)の o, に代入すると，

,:1, af
µ ふC; (試） = I,

が成立し， 各発育段階での種の量の生成量の配分をしめす。

む す ぴ

(23) 

この論文の §3 で用いた方法は， より複雑な生活環， たとえば分岐する生活環上での生

物体の最適配分をもとめるためにも用いることができる。 また，(21')などの最適配分法

則は生存曲線の型などの検討にも役立つと思われる。 これらの課題への取り組みは別の機

会に果したいと思う。

なお， §I でのべられた種の量の理論は， 日本植物学会第41回大会(1976)で報告 1 )

したものの一部である。
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Summary 

1) The optimal allocation of organisms over the phases of an ideal

(simple and stable) life cycle is theoretically investigated. 

2) Let i be the symbol of phase i, Oi be the number of organisms at 

the phase i, ci be the characteristic of the phase .. i, f be the availability of 

the life cycle for the natural selection, then the optimal allocation is given 

as the equation (21'). 
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